
 

 

 

 

 

2019 年 1 月 5 日（土） 

初登山 鍋割山（1272m） 
                      Report ｂｙ kumamoto 

2019 年幕開けのクマさん会は恒例の「鍋割山に登って鍋焼きうどんを食べよう」でスタートした。 

初登山に参加したのは、中島さん、布目さん、岡部さん、川島さんの女性 4 名と高橋文さん、吉松さん 

池戸さん、堀さん、石井さん、根岸さん、高橋雄さんと熊本の男性 8 名で計 12 名となった。 

風邪で小野寺さんが、足の肉離れで能勢さんが不参加だったが、大パーティーとなり楽しくなりそうだ。 

朝から雲一つない快晴で、風もなく、更に期待を膨らませた。 

ただ、年末年始で鈍った体に、標高差 1000m の往復と 15Km の山登りに耐えられるかどうかが課題だ。 

 

  

集合は渋沢駅 8:10だが途中の伊勢原付近から見た大山は青空に綺麗に映えていた。(7:35) 



 

渋沢駅の北口から富士山が見える

のだが、今朝の富士山は、 

5 合目以上が雲にスッポリ包まれ 

勇姿を隠していた。 

鍋割山頂に到着するまでに姿を現

してくれることを期待する。 

   

バス停で初顔合わせに「おめでとう、今年も宜しく」と声を掛け合う。 

 

8:20 発の大倉行バスは超満員で出発した。 

我々は早めの電車できたため 12 名全員座れた。 

  

大倉に 8:30 に到着し登山準備を整え、岡部さんの掛け声にストレッチ体操で体を解す。 



 
2019 年初の集合写真を撮り 

   

8:45 いよいよ鍋割山に向かってスタートする。 

   

右手は大倉尾根への道であり、我々は道路を渡り、二俣・鍋割山へのコースを取る。 

  

民家の野菜畑を進む。空は雲一つない青空が広がっている。 

風もなく暖かい。 



  

樹林帯を 5分程進むと・・ 

  

大倉バス停から 20 分程で二俣への標識がある「西山林道」に出た。 

  

西山林道（大倉～二俣）は四十八瀬川に沿った緩やかな登りで変化がなく、退屈の極みだ。 

  

出発してから 1時間 15分で尾関廣先生の銅像にでた。 

日本山岳連盟を発展させ、神奈川県の山岳関連に尽力されたそうだ。 

ここ迄くれば、西山林道の終点二俣はもうすぐそこだ。(10:00) 



  

10:03 二俣に到着。鍋割山《No.０》の標識は緊急時の場所を示す番号であり、No.10 まである。 

   

二俣で四十八瀬川上流の一つ「勘七の沢」を渡る。 

   

二俣で最初の 10分休憩を取る 

  

岡部さんから甘い、甘い干し柿（アンポ柿）の差入。  美味しかった！ 

  

二俣を過ぎ暫く進むと、「小丸」へ抜ける「訓練所尾根」への分岐に出て、 

更に進むと、今度は「本沢」を渡る。(10:33) 



   

10:38 に水置場に到着（鍋割山 No.2）。このペットボトルの飲料水をボランティアで担ぎ上げる。 

   

 

 

   

10:45 「ミズヒ沢」を渡り「後沢乗越」に向かう 

   

本格的な急登の始まりだ。 



  

11:10 水置場から 25 分できた。ここが「後沢乗越（810m：No.5）」で尾根に出た。 

  

  

ここで三回目の休憩を取る。布目さんからパイナップルを頂き、一息ついた。   

堀さん 「もう暑くて汗だくだ――！」  3 月の春なみの暑さだ！ 

ここ「後沢乗越」までは 12 名全員で一緒に登ってきたが、ここから先、山頂までの急登尾根は、 

各人のペースで登り一番早く山荘に到着した人が、「鍋焼きうどん」12人分を注文することにした。 

後沢乗越が 810m で山頂 1273m で標高差 460m の登りがキツイ。 

   

No5の後沢乗越から約 20 分で No.7に到着、ここで一息入れた。 

堀さん、雄さん、文さん、石井さん、吉松さん、岡部さん、中島さん、熊本が先乗り GPで、 

他のメンバーとは大分差が開いた。 



   

   

   

No7 で小休止した以降は、休憩なしで黙々と登り、No.8、No9,とやり過ごし No.10 まできた。 

No.10 は十合目とは異なり、山頂はもっと上ににあり、まだまだ遠い。(12:00) 

2 週間ほど雨が降っておらず、土中が乾燥しているため霜がなく、この気温でも霜解けのヌカルミがないのが

助かる。例年、ヌカルミで難儀しているが今日は幸いであった。 

No.10 も休憩せずやり過ごし、先に進む。 

   

前方に太陽パネルが見えればもう山頂で、登り切れば「鍋割山荘」がある。 

  

12:20 山頂に先行組 8名が到着。駿河湾が綺麗に見えるが富士山は雲の中だった。 

早速 8名分の鍋焼きうどんを注文していると 5 分遅れで池戸さんが追いついた。 



 
鍋焼きうどんが出来るのを待つ間、日本酒で登頂祝いの乾杯！ 

  

本日の主役「鍋焼きうどん」が出来てきて食べようととした時、 

先着組に遅れること 23分で川島さんが到着した。お疲れ様――― 

なお、鍋焼きうどんは昨年の￥1000 から一挙に 200－アップし￥1200だった。 

   

  
  

熱々の鍋焼きうどんを完食していると 



 

根岸さんが足を吊り、川島さんに遅れること 5 分、 

更に 5分遅れて、最後に布目さんが到着した。 

これで、12名全員が登頂した。 

 

目出度し！  目出度し！ 

 
今度は、石井さんが担いできた赤ワインで乾杯！ 

 
12 名全員山頂に揃ったところで、登頂記念の集合写真を撮る(13:17) 



  

遅くなった鍋焼きうどんを食べる川島さん、根岸さんを山頂に残して、先着組と布目さんの 10名が 

予定通り 13:20 に下山開始した。鶴巻温泉で合流することにした。 

  

山頂から休まずにミズヒ沢の水置場まで一気に下ってしまった。(14:20) 

特に写真のこの女子 3 人が先頭を突っ走って降りる。  恐るべしクマ女パワー！！ 

  

本沢を渡り二俣を超えて、後は退屈な西山林道をヒタスラ堪えて大倉バス停に向かう。 

  

大倉バス停には 15:50 に到着したが、15:55 のバスは長蛇の列だった。 

その直ぐ後に臨時便が出て、座って渋沢駅まで行くことができた。  ラッキー! 



  

渋沢駅から鶴巻温泉に行き、定番の日帰り温泉「弘法の里湯」に入る（16:30） 

事前に休憩個室を予約してあり、大汗を温泉で洗い流しながら、川島さん、根岸さんの到着を待つ。 

 
全員が揃い、新年初登山の登頂＆無事下山を祝い乾杯！ 

  

2 時間弱 入浴休憩と祝宴で温泉を後に帰路に着きました。 

 

2019 年も好調な滑り出しが出来ました。 

 

 

 

 


